学校経営研究第24巻 : 研究会活動記録 会則・規程・編集後記　等 by unknown












































ーアメリカ・ミシガン)\I~立大学における Professional Development School開発及びインタ
ーン制度導入に伴う教育学部改革の事例を通して一一(修士論文構想)
鞍馬裕美(筑波大学大学院)
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編集後記
20世紀も残り少なくなりました。 1900年代の刊行としては最後となります『学校経営研究i
第24巻をお届けします。
1 998 (平成10)年は、中央教育審議会による地方教育行政の見直しに関する答申をはじめ、
教育課程審議会の答申など様々な答申等が出された一年でありました。これら諸々の答申などを通
して、文部省が進めようとしている教育改革の方向性や全体的な構想をおおよそとらえることがで
きます。
しかし、この教育改革には媛昧さと危うさがどこかつきまとっているように思われてなりません。
本巻では、この進められつつある教育改革について、二つの課題を取り上げてみました。一つは、
地方教育行政の見直しをめぐる動きについて、もう一つは教育学部を中心にした大学改革について
です。ともに夏季合宿研究フログラムとして企画され、シンポジウム、課題研究の形式をとって実
施されたものをまとめてみました。
前者については、地方教育行政について40年間の待問的な流れをふまえ歴史的な検証を試みま
した。また、後者については、これまであまり取り組まれてこなかった高等教育経営を取り上げ、
教育学部を事例にして大学淘汰の矧えにおける経営糊各について検討を加えてみました。
それぞれ論稿をまとめていただきました会員の方々には感謝申し上げます。これら論稿が刺激と
なって教育改革に関する研究が一層発展することを期待したいと思います。
また、本巻では、しばらくぶりに特別論文を復活させることができました。水本徳明会員による
特別論文であります。学校事酪裁論研究の一課題を指擁し新たなる地平の開拓をめざした力作であり、
会員諸氏にとりましでも問題意識を刺激される論稿といえましょう。
さらに、自由研究や研究ノートに、それぞれ多忙な時期にもかかわらず投稿していただ、きました
こと心よりお礼を申し上げる次第であります。
ただす支念なことがあります。本巻に20代、 30代前半の会員があまり登場していないことであ
ります。若い世代の登場をと考え、あらかじめ声をかけさせてもいただきましたが、あまり実現を
みることができませんでした。多くの若い会員に支えられることがこの紀要の将来的な発展にとっ
て欠かすことのできない要件といわねばなりません。今回投稿を見合わせられた会員の方々には、
是非、 2000年代最初に刊行される次の第25巻に登場してもらいたいと思っております。
最後になりましたが、 2年間編集委員を引き受けていただいた方々に、 23巻に引き続き本巻の
編集にあたっても幹事の労をとっていただ、いた平井貴美代会員に、また、印刷関係の仕事を多くお
願いすることになった権回恭子会員をはじめ院生諸氏に謝意を申し上げたいと思います。
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1 999 (平成11)年4丹1日
天笠茂
